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 ểṖ  

 2004 年６月に子どもシェルターを開設し、た

くさんの子どもたちがシェルターを利用してきま

した。シェルターに避難してくる子どもたちは、

みんな、心に大きな傷を抱え、困難な現実に直面

しています。子どもたちがゆっくりと休める安

心・安全な環境を提供すること、そして、子ども

たちの本当の気持ちにしっかりと寄り添うことは

とても重要なことですが、他方で、子どもたちに

は、隠れたり、休んだりするだけでは癒されない

傷もあります。私たちは、シェルターに入居して

くる子どもたちが、尊厳を持って自分の人生を力

強く生きていくために、また、充実した人生を歩

んでいくために、どのような支援が必要なのか、

日々悩んでいました。 

シェルターに避難してくる子どもたちに接して

いると、全員とは言えないものの、似通った共通

点があることが分かってきました。子どもたちは、

周りに過度に気を遣ったり、我慢したりしながら

今までの人生を過ごしてきたこと、生きていくこ

とを悲観し、つまらなく思っていること、そして、

心から笑ったり、夢中になって遊んだ経験が乏し

いということです。 

そこで、私たちは「遊び」というキーワードに 
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気付きました。子どもたちと一緒にとことん遊ぶ

ことで、「生きていくってことも捨てたもんじゃな

い」、「楽しいこともあるはずだ」と感じてもらえ

るのではないか、尊厳を持って自分の人生を歩め

るようになるのではないかと考え、2008年11月、

子どもたちが心から笑ったり我を忘れて夢中にな

って遊べる場所としてのデイケア事業を始めるこ

とになりました。それがカリヨンハウスなのです。 

 

ỄṖ ḵ 

カリヨンハウスには、カウンセリング、ボイス

トレーニング、ピアノ、鍼灸、ギター、カラオケ

など、いろいろなプログラムがあります。カリヨ

ンハウスのプログラムの特徴は、私たちが用意し

ているプログラムの他に、子どもたちからやりた

いことを教えてもらい、それから、講師の先生を

探してプログラムを作るということもしており、

プログラムは「無限大」なのです。そして、子ど

もたちが周りに気兼ねせずに遊ぶことができるよ

うに、全てのプログラムが講師と子どもの１対１

で実施するようにしています。 

では、シェルターに入居してくる子どもたち

（OB/OG も利用可能です）はどのようにカリヨン

ハウスのプログラムを利用するのでしょうか。ま

ず、子どもがシェルターに入居すると、カリヨン

ハウスのスタッフが、パンフレットを持ってシェ

ルターを訪れ、カリヨンハウスのプログラムの説

明を行います。そして、ハウス利用を希望する子

どもと講師の日程調整をします。講師がいないプ

ログラムの場合、講師を探すところから始めます。

そして、プログラム実施日に、カリヨンハウスの

スタッフあるいはシェルタースタッフの送迎によ

り、カリヨンハウスにおいてプログラムを受ける

ことになります。プログラムを受けるとは言うも

のの、その内容は、興味のあることをとことん遊

び尽くすというものです。 

カリヨンハウスを立ち上げて５年が経過しよう

としていますが、意外だったのは学習をしたいと

いう子どもたちが多いということです。学ぶべき

時期にいろいろな事情で学ぶことができなかった

子どもたちは、学ぶことの大切さ、楽しさを感じ

ているのでしょう。「遊び」にこだわるカリヨンハ

ウスですが、現在も「学習」が一番人気です。 

現在、カリヨンハウスでは、下記プログラムを

実施しています。さらに、これからも、子どもた

ちのリクエストによって、プログラムはどんどん

増えていく予定です。これからも、カリヨンハウ

スは「遊び」にとことんこだわっていきたいと考

えています。皆さんの中で、プログラムを提供で

きる、あるいは、講師を紹介できるという方がい

らっしゃいましたら、ぜひ、ご連絡ください。 

 

ḭ ḭ ṇḭ ṇ ḭ

ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ

ḭ ḭ ḭ ḭ

ṇ ḭ וֹ ḭ ḭ ṇ ḭ

ḭ ḭ ḭ ḭ  ṏṏשּ

 

ễṖ צּ  

カリヨンハウスは、日々のプログラムの他、子

どもたち（特に OB/OG）とスタッフをつなぐ架け

橋、カリヨン同窓会として、毎年、カリヨンイベ

ントも実施しています。 登山に行ったり、バー

ベキューをしたり、ヨットに乗りに行って海遊び

をしたり、クリスマスパーティーをしたり。 

日々のプログラムは１対１で実施していますが、

カリヨンイベントは子どもたちが全員集合する機

会です。カリヨンイベントでは、スタッフも子ど

も担当弁護士も、子どもたちの成長に驚かされつ

つ、子どもたちと一緒になって思いっきり笑って、

楽しんでいます。何か、私たち大人が、子どもた

ちに励まされ、勇気付けられているような気がし

ています。「生きていくって楽しいことかも」と。 

 

ỆṖ כֿ פּ  

 カリヨンハウスは、おそらく日本初の子ども専

門のデイケア事業でしょう。それ故、公的な援助

を受けることはできず、皆様の寄付で成り立って

います。カリヨンハウスがより強固な基盤をもち、

子どもたちにいろいろなプログラムを提供できる

ようになるためには、皆様のさらなるご支援も必

要ですし、加えて、カリヨンハウスの事業の意義

を広めていき、公的な援助を受けることも必要と

考えています。これからも、カリヨンハウスの輪

を広げていきますので、ご支援よろしくお願いし

ます ✿ 
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ἶ  
十合 いずみ 

 

みなさまこんにちは。ハウスで学習を担

当しております十合（とおごう）いずみと

申します。ようやく、空の広がりも樹木の

色も秋を感じさせてくれるようになりまし

た。今年の暑さこの上ない長かった夏の間

も、ハウスでは、学習に励む子どもさんた

ちの真剣かつ楽しい時間が日々続けられま

した。 

 高卒認定試験、看護専門学校入試、職業

能力開発センター入校選考試験、学校提出

課題、大学入試、面接準備等、一人ひとり

が自分の目標に向け、必要な科目に自分の

ペースで一生懸命取り組みました。ハウス

を包むセミしぐれが、やすらぎに聞こえた

り、がんばれ！のエールに聞こえたり、限

られた時間の中でみなさん確実に力を伸ば

し、目標へと進むことができました。 

ハウスでの学習は、子どもさん一人ひと

りの持っている力に、本人が気づき、自分

で引き出し、伸ばすという楽しさを生み出

す時間でありたいと思っております。かつ、

目標を達成しなければならない現実をとも

に担い、将来への確実な一歩とするお手伝

いができればと願っております。ハウスへ

のあの坂道、汗の止まらぬ夏も、雪に凍る

冬も、風の優しい春秋も、子どもさんたち

の「わかった！」という笑顔が足を軽くさ

せてくれます。なにより、子どもさんたち

の足が軽やかになることをいつも願いつつ 

✿ 

カリヨンで足つぼをするきっかけは、坪井

理事長が保護司会で講演をされたことが発端

です。理事長の「ひとりじゃないんだよ」と

いう言葉が胸に響き、何かお手伝いができれ

ばと思いました。 

施術は優しいタッチで、癒し効果があります。  

意味があって左足から揉みますが右足に移

ると眠ってしまう人もいます。これは自律神

経のバランスがとれて副交感神経がやや優位

になるためです。緊張が解れて心身共によい

影響を与えてくれます。 

「なぜ足を揉むだけで肩こりが解消したりす

るの？」と質問されることがあります。肩こ

りは長時間同じ姿勢でいたり、緊張によって

肩の筋肉の血行が悪くなるからといわれてい

ます。足つぼは血流がよくなるので肩こりが

楽になるのです。一番顕著なのは妊婦さんへ

のマッサージです。血流がよくなると胎児に

もいきわたり、当然酸素も巡ります。すると

赤ちゃんが元気に動き始めるのです。血流が

よくなると免疫力もあがり健康な身体になり

ます。ぜひ一度、癒しの施術を体験してみて

下さい。足が軽くなると心も軽くなるのがわ

かります ✿ 

ǫȃɜɁȳɶȶ 
山田 祐実 
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 十合 いずみ                  יכֿ             

 

「好きなお花はあるかしら？ 好きな色は？」と、前もって事務局の方からお聞きしていただい

て、花の好きな子どもさんと生け花をいたしました。「ガーベラ！ ピンク！」というお答えを元

に、数種類の花、枝葉、器を用意して、子どもさんに自由に生けてもらいました。今回は、優し

く明るいアレンジ風生け花が、みごとにできあがりました。 

 アドバイスすることはただ一つ、「花も枝葉も、一本一本その姿、顔は違うのだから、一本一本

を手に取り、じっくりと色々な方向から眺めて、その中で一番きれいと思う顔と姿を見せるよう

に器に入れてね。それから、全体のバランスを見て、お互いにその美しさをじゃましていないか

を一つ一つ見てみてね」ということ。切り花の限られたいのちを、器という世界でできる限り元

気に生かしてあげたい気持ち、それさえあれば生け花は誰にでもできます。花と対話しているう

ちに、子どもさんのお顔にも、優しい微笑みが増していきました。嬉しかったです。 

 花々の息吹が、私たちの命をも生かしてくれる、生け花とはそんな瞬間です  ✿ 

 

                     

カリヨンハウスでのボイストレーニングは、おしゃべりや簡単なストレッチ・自分の声で好

きな表現（カラオケ・朗読など）をするという、他愛ない「遊び」の時間です。カリキュラム

もルールもありません。 

「自由に声を出していいよ」と私が伝えると、最初は緊張し遠慮がちな子どもたちも、やがて

一気に自己表現の扉を開きます。 

大好きなバンドの曲を、歌詞カードを見ずに何曲も歌う子。動き回り走り回り寝転がり、し

ゃべり歌い続ける子。自作の楽曲を、アカペラで堂々と披露してくれる子。ホワイトボードに

見事なイラストを描き、アニメソングを教えてくれる子。 

私は、彼らの溢れ出るエネルギーに圧倒され、感性の鋭さに感動し、笑い歌いよろけながら

踊ったりしています。 

 カリヨンハウスの講師は、トレーニングをする・何かを教えるということが本来の目的では

ありません。心のエネルギーを充分に使いながら、濃密な遊びや癒しの空間を子どもと共に創

造する。この「共に創造し体験する」ことが役目なのだと、私は理解しています。 

 創造（歓び）の体験は、生きる糧です。いつか子どもたちが、共同で作品展やライブをする。

そんな日が来ることを、私は漠然と夢みています  ✿ 

 

ɚȢȷɆɪɶɉɱȮ  
濱田 真実 
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     平山 康雄 

 

カリヨンハウスでの鍼灸（はりきゅう）は 2009

年 6月に最初の希望者を受け入れてからもう 4年

以上続いています。カルテを見ますとこれまでに

28 名、それに若干のスタッフさん。たいして多

くはありません。20 対 8 で女性優位です。鍼灸

の世界では一般的に女性の患者が多い傾向にあ

りますがカリヨンでも然りです。概して男性は医

者嫌い、病院嫌いが多いですね。 

鍼灸は特別の機器で検査をすることはなく五

官を動員して診断、鍼ともぐさで治療を行いま

す。当然医の理論も現代医学と全く違います。 

צּ  ךּ ךּ ︣Ḯ

ですから体を治すことが心にも作用すると考え

ます（受診者には『はりきゅうの話』という小冊

子を渡しています）。 

私がこれまで診てきて特徴的と思うのは不眠

が多いことです。入眠剤を服用している場合が多

いですね。生理学でいうところの交感神経優位の

状態が続いているのです。心が休まらない状態と

思われます。そんな時には踵にある失眠というつ

ぼにお灸をします。そうするとぐっすり寝られる

ようになるのですが、さらに生活全般の見直しも

大切だと思います（夜更かしをしない、昼夜逆転

の生活を変える）。自宅灸もとても有効ですから

続けられたら更に結構だと思います  ✿ 

 

 

 

ṇ ḭ פּ︡ Ḯ רּ

צּ ךּ ︣Ḯ ṕ Ḳ Ṗ 

פּ פּ וֹ ךּ ṇ ṕ Ṗ

פּ טּ ḭ צּ קּ ךּ ︣Ḯ

ṇ קּ  Ḯךּ

ṕ Ḳ Ṗ 

ךּ טּ צּ ךּ︠פֿלּ ︣Ῠ 

ṕ Ḳ Ṗ 

ṇּצ אלשּ טּ Ṅ

ḭקּ קּ לּ ︣Ḯ 

ךּ ḭ ḭ

ךּ︡ ṇּטּצ Ḯ  ṕ Ṗ 

פּ ￼

אלוֹ ךּ ḭצּ︣ ךּ

צּ ḭוֹ ךּ￼ שּ ︡ Ḯ 

ךּ קּ ךּ ḭ

ṇ︣Ḯ           ṕ Ṗ 

פּ︡ ḵ ּךṕ Ḳ Ṗ 

ךּ אל צּ

אל ךּ ︣!! ︡ כֿ

ṇ ḭ פּ כֿךּ טּצּ

︡ ︣Ḯ ṕ ḲY .IṖ 
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 静かにしていると涼しい風（台風か？）がカタ

カタとホームに響き、秋の訪れを感じるこの頃で

す。夏は２階に上がるとひどい蒸し風呂状態で「あ

つい～」と参っていましたが、涼しくなってしま

うとそれはそれで寂しさを感じます。 

はじめまして。４月からガールズ職員となりま

した鈴木真理と申します。半年が過ぎてしまった

という実感が……ありません。まだまだ不慣れで

みなさんに頼りっぱなしですが、今後ともよろし

くお願いいたします。 

2013 年春以降のガールズの様子をお伝えしま

す。将来家庭をもつ子どもたちに、四季の行事や

家庭的なイベントを味わってほしいという思いか

ら七夕を楽しみました。短冊への願いごとを、何

枚も書く子（それぞれ微妙に名前を変えていまし

た）、一枚をじっくり考えて書く子などさまざま

です。飾り付けをした笹を居間に置きましたが「玄

関の方が目立つ！」と子どもにいわれて移動。来

訪された理事長や子ども担当弁

護士さんにも短冊を書いてもら

い、みんな嬉しそうでした。 

そして夏の女子は浴衣でしょ

う！ とホームにある浴衣を選

んだり、自分の浴衣

を着たり、それぞれ

にメークなどもばっ

ちり準備して近所

のお祭りや花火大

会などを楽しみ

ました。また、

夏らしいレクが

したいと子ども

から積極的な案

が出ました。そ

の中の一つがス

イカ割り。しか

しホームでやる

には味気ないし場所もない。ということでカリヨ

ンハウスの駐車場をお借りしました。ハウススタ

ッフさんたちも参加して、大賑わい。笑いの絶え

ないイベントとなりました。これからの時期、体

調管理など気をつけていきましょう ✿ 

春から夏にかけて、ボーイズでは入居者たちが

競うようにカリヨンハウスの予定を入れて、勉強

に打ち込んだり、レクリェーションを楽しむ子ど

もたちの様子が見られました。 

定番化しつつあるのがカリヨンハウスでの麻雀。

牌を並べるのも慣れたもの。某職員なんて不器用

すぎて呆れられてしまうほど。じっくりと手を考

えながら、大人との真剣勝負に挑みます。脳の運

動にいいそうですよ。 

真夏のなかのスポーツ施設でのレクもありまし

た。熱中症対策に水分を補給しながら、サッカー

やバスケットボール、バレーボールなど。子ども

も大人も体力の限界まで走りつづけました。しば

らく筋肉痛の痛みを分かち合ったのもいい思い出

です。同時に、日常的に思い切り体を動かすこと

ができる場所が減っていることを実感させられま

した。 

レクを企画すると、どの子も心から楽しみにし

ていることが伝わってきます。人生の転換期の緊

張感のなか、つかのまの楽しみになっているのか

なと思いました ✿ 

ἧ ὤ Part.11 

    職員 門田 純  

 

ἧ ὤ  Part.25 

 職員 鈴木 真理  

 

  
( ) 

 

⌂≈  
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今年の猛暑、建築現場で働く子どもたちは体感

気温 40 度とも 50 度とも 60 度ともいわれるなか

（少しいい過ぎか）での作業にもかかわらず、一

人も熱中症等にならずにぶじ乗り切りました。 

どうしても食欲が落ちるなかでの昼食。通常は

弁当を持っていくのですが夏季食欲不振対策とし

て茹でた蕎麦を保冷材入りのタッパーに入れ、冷

やしてある麺つゆをぶっかけて麺をすすりなんと

か完食。水筒とは別にスポーツ飲料のペットボト

ルを凍らせてとにかく水分補給に努める。そして

よく寝る。ちなみにこの蕎麦弁当を持っていった

子の親方から「これじゃ力がつかない」と助言を

いただき、通常の弁当に戻したこともありました。 

以前に比べ若干小食傾向にあるとびらの家男子

ですが、それでも食欲の秋の開始です。弁当も含

めてかなりの米を消費しますのでお米の寄贈があ

るとかなり助かります。 

この夏のイベントを二つ報告させていただきま

す。支援者様より海遊びのご招待をうけ職員３名、

児童３名でひと夏の思い出づくりに行ってきまし

た。当初クルージングに躊躇していた子どももヨ

ットに乗り込み、泳ぐ者、ボートを漕ぐ者、バー

べキューで焼き場担当を名乗り出る者等、皆それ

ぞれに楽しい時間を過ごし、明日への鋭気を養う

ことができました。「また明日から仕事だ」と帰る

途中の電車内で子どもが発した何気ない一言が印

象に残ります。翌日からは現実が待っています。 

また別の支援者様よりドイツ大使館でのダンス

パーティーの

ご招待をいた

だき、興味を

示した児童一

名と私細野が

ドイツ大使館

へ。文字通り

ダンスパー 

ティー。通常足を踏み

入れることができな

い大使館内。おまけに

ドレスアップをした

紳士淑女に囲まれ、二

人とも雰囲気に圧倒

されてしまい、どうな

ることやらと緊張していたのですが、先生のご指

導によってステップの練習が始まれば恥ずかしが

ることなく果敢にダンスパートナーを探すまでに

立派に成長しました。 

ひとときの非日常体験をすることは、子どもた

ちの明日への力につながったかと思います（職員

も）。この場をお借りして改めてお礼申し上げます。 

子どもたちは５月と６月に巣立ちがあり、８月

に新たに２名の新入居を迎え、９月末時点で５名

の入居状況です。最後になりますが、長年とびら

の家でチーフ職員として生活を共にしていた万治

が、９月より夕やけ荘に籍を移し、ニューフェイ

スがとびらの家の一員に加わりました。詳細は次

号まで楽しみにお待ちください ✿ 

 

夕やけ荘は８月９月で慌ただしく入退所があり、

現在は 5 名が生活しています。 

5月はカリヨンハウスイベントのBBQに参加し

ました。午前中は夕やけ荘の行事として大江戸温

泉物語へ行ってリフレッシュ！ 夕方からの

BBQ はあいにくの雨となりましたが、こころもお

腹も満たされ、楽しい一日を過ごしました。 

7 月には支援者様にご招待いただき海遊びへ。

夕やけ・とびらの利用児で一緒にクルージングを

楽しみました。BBQ や花火もおこない、普段はで

きない体験をさせていただきました。 

また 8 月には近くの河川敷まで花火大会を見に

出かけました。全員浴衣で着飾って大満足の夜と

なりました ✿ 

ẅ ͛  Part.20 

職員 近藤 秋穂  

ὤ ͬ Part.23 

ホーム長 細野 直人  

 

9 20    !! 
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ṕểṖ ּצ 20  

2013 年８月 31 日(土)、赤羽会館講堂にて、も

がれた翼 part20『虹がかかるまで―本当は、いじ

めは嫌なんだ―』が上演されました！ 20 周年の 

テーマは“いじめ”。いじめられる側はもちろんのこ

と、いじめる側にも大人が寄り添うことの必要性

を、弁護士と子どもたちの熱演により訴えました。 

昼の部・夜の部で総勢900 人を超えるお客様に、

ご感想も数多くお寄せいただきました。ロビーで

はカリヨンの職員・スタッフや三井住友銀行のボ

ランティアさんたちにお手伝いをいただき、おか

げさまで、募金やご寄付もたくさん集まりました。

本当にありがとうございました！ 

 

 

ṕỄṖ ṇ 

ṇ in  

９月 14 日 15 日、子どもシェルター全国ネット

ワーク会議合宿 in 福岡が開催されました。充実の

２日間、合宿をぶじに終えることができました。 

 会議では全国７つのシェルターと準備中の和歌

山、札幌、千葉からも参加され総勢 70 人以上で、

各地シェルターの実情や抱えている困難について

一つひとつていねいに議論されました。話してみ

ないとわからないこと、進まないことがたくさん

あることを実感し、知恵と力をいただきました。 

まとめの全体会では、実態にそぐわない暫定定

員制度を改善するソーシャルアクションを具体化。

ネットワークならではの馬力とたのもしさを実感

しました。 

来年はこの冬シェルター開所予定の札幌が開催

地として立候補しました。今後とも私たちの取り

組みへのご理解、ご支援をどうぞよろしくお願い

申し上げます ✿ 

˗ҵᾯḸף 

事務局  

 
♥  

 
季節外れの台風の襲来により大きな被害がもたらされ、やっと秋らしくなったかと思

ったら冬がもうすぐそこまで来ています。News Carillon 27 号をお届け致します。 
今号は 2008 年から始まったデイケア事業「カリヨンハウス」を特集いたしました。

シェルターで一息ついた子どもたちは、ここでカウンセリングを受けたり、いろいろな
メニューの中から自分に合うものを探して楽しんでいます。学習支援を受けて高卒認定
試験に合格して進学した子ども、ここで自分のやりたい道を見つけて専門学校に進学
し、就職した子どももいます。 

カリヨンハウスは法人独自の事業ですので、公的な補助金等はいただいておりませ
ん。様々な困難を抱えた子どもたちの社会的自立のために、事業継続のためにはみなさ
まのご支援を仰がなければなりません。寒さに向かいます折から、みなさまにはご自愛 
のうえ、これからも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。  （Ｔ.Ｙ） 

 

 

 

 

 

 

 

（T.Y） 
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